（２）地盤及び建物形状調査書

該当事項に○印、□にレ印及び注意事項があればその内容を記載する。
	地盤・基礎

	地　盤
	施されている対策の程度
	該当事項
	注意事項

	よ　い
	
	
	

	普　通
	
	
	

	悪　い

（埋立地、盛土、　　軟弱地盤）
	表層の地盤改良を行っている
	
	

	
	杭基礎である
	
	

	
	特別な対策を行っていない
	
	


	　地形　　　　　
	施されている対策の程度
	該当事項
	注意事項

	平坦・普通
	
	
	

	がけ地・

急斜面
	コンクリート擁壁
	
	

	
	石積
	
	

	
	特別な対策を行っていない
	
	


	　　　　　　擁壁の状態
	該当事項
	注意事項

	健全と思われる
	
	

	注意を要する（危険と思われる）
	
	

	□ 重力式（間知石積、無筋コンクリート）
	

	□ Ｌ字型・Ｔ字型（鉄筋コンクリート）
	

	□ その他の構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	□ 傾斜有り　□ ハラミあり　□ 亀裂あり
	


	基礎形式
	状　態
	該当事項
	注意事項

	鉄筋コンクリート基礎
	健全
	
	

	
	ひび割れが生じている
	
	

	無筋コンクリート基礎
	健全
	
	

	
	ひび割れが生じている
	
	

	玉石基礎
	足固めあり
	
	

	
	足固めなし
	
	

	その他
	
	
	

	地盤・基礎の重大な注意事項　　　　　　
	　□　有　　□　無　　有りの場合は、総合評価に記載する。


	建物形状　



	　現地調査
	判　定
	該当事項

	総2階建てである
	充足率から低減係数算定
	

	一部2階建てである
	充足率および偏心率より

低減係数算定
	

	一部2階建てである（2階部分の片寄り・突出）
	偏心率より低減係数算定
	

	2階建の1階の短辺の長さが4.00m未満
	必要耐力1.13倍（充足率）
	

	居室のオーバーハングがある（バルコニーを除く）
	問題の箇所がある場合は、総合評価において、その他の留意事項として記載する。
	

	増改築時に抜いた柱や壁がある
	
	

	スキップフロアー等、特別な形状である
	
	

	ロフトが　　　　　㎡ある
	
	

	大きな屋根開口がある（1.8m×1.8m以上）
	
	

	耐力壁軸組の２Fと１Fのズレがある
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